














はじめに 

児童福祉法の改正に伴って、保育所への入所が措置ではなくなり、情報の提供に基づく利

用者の施設選択権が全面に打ち出されたことによって、他の児童福祉施設への入所につい

てもそのあり方が種々論議の対象となった。結果的には措置制度は}定の課題を含みっつも、

現状での変革は困難を伴うとの見方が大勢を占めたようであるが、従来からの措置制度枠

の堅持だけで良いかとなるとそうとは言えず、むしろ措置という枠組の中での利用者の選

択性に対する配慮や、情報提供のあり方、あるいはサービスに対する評価や不服の受け止

めなど、より利用者本位の制度改革が強く求められている。 

したがって、ここではそれらの方向を意識しつつ、児童相談所という機関の立場に立って

施設措置にまつわる総合的状況を見据えたとき、一体どういう背景、実情、プロセス、課

題が存在し、本来どのような改善が必要かっ望ましいのか、筆者の実務体験をよりどころ

にしながら多少の私見を述べることにしたい。 


